
平成 25年度年次報告

課題番号：5009

（１）実施機関名：

（独）産業技術総合研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：

火山性流体の移動評価に基づく噴火現象の解明

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（3）地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程

（3-3）火山噴火過程

ア．噴火機構の解明とモデル化

（４）その他関連する建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（1）地震・火山現象のモニタリングシステムの高度化

イ．地震発生・火山噴火の可能性の高い地域

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（2）地震・火山噴火に至る準備過程

（2-2）火山噴火準備過程

ア．マグマ上昇・蓄積過程

（3）地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程

（3-3）火山噴火過程

イ．噴火の推移と多様性の把握

（4）地震発生・火山噴火素過程

エ．マグマの分化・発泡・脱ガス過程

3. 新たな観測技術の開発

（2）宇宙技術等の利用の高度化

イ．リモートセンシング技術

（５）本課題の５か年の到達目標：

　噴火に先立つ地殻浅部へのマグマの貫入や火山ガスの供給に対する火山体浅部の熱水系の応答の定

量的な評価手法を熱水系シミュレーションにより構築する．熱水系シミュレーションの定量性評価の

ために，伊豆大島などにおいて自然電位，地下水位などの連続観測を実施し，降雨や火山活動変動に

対する地下水系の応答を評価する．

　携帯型マルチセンサーシステム (Multi-GAS)による水素濃度定量化手法の改良を行い，火山噴煙観

測に基づく火山ガスの平衡温度及び酸化還元状態の変動の把握手法を確立すると共に，火道内対流す



るマグマの脱ガス条件の推定を行う．噴出物の観察や火山ガス放出量の観測などと総合し，火道内マ

グマ対流と噴火及び脱ガス活動の変動の関係をモデル化する．

　水蒸気爆発を発生する火山において，熱水系の分布及び火山ガス供給系を明らかにし，水蒸気爆発

発生に関与する熱水系の実体をモデル化する．

（６）本課題の５か年計画の概要：

　伊豆大島において自然電位，地下水位の連続観測を実施し，火山活動静穏時における降雨などに対

する地下水系の応答を把握すると共に，火山活動の変動に備える．伊豆大島をモデルフィールドとし

て，マグマの貫入及び火山ガスの供給に対する熱水系の応答を熱水系シミュレーションを用いて評価

し，噴火前兆現象としての熱及び流体の放出パターンを把握するとともに，前兆現象を把握する為の

最適な観測条件を評価する．

　携帯型マルチセンサーシステム (Multi-GAS)に用いている水素センサーの安定性，湿度依存性及び

自然界における大気流水素濃度の変動要因の評価を行い，火山ガス中水素濃度定量化手法を改良する．

火山噴煙観測により得られた火山ガス組成から，火山ガスの見かけの平衡温度・圧力及び酸化還元状

態の関係を明らかにする．三宅島，浅間山，阿蘇山，イタリアエトナ火山など様々な脱ガス活動を行

う火山及び様々な活動状況において噴煙観測を実施し，脱ガス条件の変動などのモデル化を行う．ま

た，噴出物の観察やメルト包有物の揮発性物質濃度測定に基づき，火道内マグマ対流脱ガス条件を推

定し，火山活動変動のモデル化を行う．

　雌阿寒岳，口永良部島などにおいて，火山ガスの繰り返し観測及び放熱分布の把握，自然電位分布

測定などを実施し，熱水系の分布及び火山ガスの起源を明らかにすることにより，水蒸気爆発の発生

に関与している熱水系の実体を明らかにする．

　富士山，口永良部島において GPS観測を継続し変動の把握を行う．

（７）計画期間中（平成 21年度～25年度）の成果の概要：
伊豆大島における自然電位の連続観測を，山頂カルデラ内の三原山頂から裏砂漠へ至る 11測点にて平

成 18年度より継続している．火山活動の変動に備え，連続記録の速報値を web公開するためのシス

テムを整えた．活動推移予測へ向けて熱水系の 3次元数値シミュレーションを実施し，大量の火山ガ

スが深部より上昇し始めた場合の自然電位変動を計算した．観測点での変化を予測し，火山ガスの地

表からの放出に先行して自然電位変動が現れる可能性を確認した．平成 25年度は，連続記録のうち火

山活動とは関係のない年周変化について成因の検討を行い，地表面からの蒸発を考慮した雨水浸透過

程で説明した．

　Multi-GASの水素センサーの定量手法の開発を行い，国内外の火山ガス組成の定量化を行い，脱ガ

ス過程のモデル化を実施した．また，浅間火山，阿蘇火山においてMulti-GASを用いた火山ガス組成

の連続観測を実施し，浅間山における火山ガス高放出期と低放出期の火山ガス組成に顕著な変化がな

いことを明らかにした．平成 25年度には，山麓での観測を実施するために，周囲の火山ガス濃度が上

昇した際に観測を開始する「火山ガス感応起動型自動観測装置」を開発し，桜島火山山麓において観

測を開始した．メルト包有物や斑晶の組成やその分布の解析を行い，2000年三宅島噴火のマグマ上昇

過程のモデル化を行うとともに，平成 25年度には 2011年新燃岳の噴火直前のマグマ混合過程の発生

時期の推定を行った．

　雌阿寒岳，口永良部島，阿蘇火山において，火山ガスの繰り返し観測に基づく，浅部熱水系におけ

る火山ガス供給過程とその変化に関してモデル化を実施した．薩摩硫黄島火山では放熱量，自然電位，

AMT法による電磁探査の観測を行い，数値シミュレーションを実施して，地下浅部で脱ガス活動が活

発に行われている場での熱水系の形成過程と自然電位発生のモデリングを行った．口永良部島火山で

は自然電位を，平成 25年度には雌阿寒岳火山で自然電位および AMT法による電磁探査の観測を実施

した．これらの火山では脱ガス活動によって形成された変質帯が発達している．あわせて数値シミュ

レーションによって低比抵抗を示す変質帯の分布と自然電位の発現様式の関係を明らかにした．口永



良部島火山において GPS観測，干渉 SARにより山頂浅部の膨脹の繰り返しを定量的に評価するとと

もに，その空間分解能の向上のために GPS観測網の拡充を行い，平成 25年度には噴気温度の連続測

定を開始した．
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